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暫定評価結果

１号機は、原子炉水位計を校正した結果、実際の水位は指示

値より低い位置にあることが分かった。

一方で、１号機においては原子炉圧力容器の温度は概ね１０
０℃～１２０℃の範囲にあり、安定的に冷却されている。

暫定的な解析によると、１号機は津波到達後比較的早い段階に
おいて、燃料ペレットが溶融し、圧力容器底部に落下したとの結
果が得られた。

しかしながら、その後の注水により、継続的に冷却が行われて
いることから、今後大規模な放射性物質の放出に繋がるような事
象の進展はないと考えられる。

なお、今回の解析結果は暫定的なものであり、今後さらに検討
していく。
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記載している時刻・操作などについては、今後の事故調査により変更されることがあります

１号機 原子炉水位、炉心最高温度（解析結果）

3/11 14:46 地震発生＋スクラム

3/11 15:30頃 津波到達

3/12 5:50頃 淡水注水開始

3/12 20:00頃 海水注水開始

3/11 14:46 地震発生＋スクラム

3/11 15:30頃 津波到達

3/12 14:50頃 淡水注水停止

有効燃料頂部

有効燃料底部

・スクラム後３時間（１８時頃）で有効
燃料頂部に到達

・４時間半後（１９時半頃）に有効燃料
底部に到達

原子炉水位が有効燃料頂部を下回った
頃から炉心の温度は上昇し、燃料の融点
に到達

主要な解析上の仮定：15:30頃の津波到達以降、非常用復水系の機能は喪失したものと仮定
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１号機 炉心の状態の変化（解析結果）

・炉心中央部から溶融が開始
・スクラム後１６時間後（３月１２日６時５０分頃）に大部
分の燃料が原子炉圧力容器底部に落下

・なお、この暫定解析結果によると原子炉圧力容器が
損傷することとなっているが、現在測定されている原
子炉圧力容器周りの温度等から、原子炉圧力容器の
損傷は限定的であると考えられる

炉心支持板 炉心支持板炉心支持板

:通常燃料

炉心支持板

:空洞（燃料が崩落）

:燃料ペレットが溶融

:燃料が損傷

スクラム発生から4.8h後
（3月11日19時30分頃）

スクラム発生から5.1h後
（3月11日19時50分頃）

スクラム発生から15.1h後
（3月12日6時00分頃）

スクラム発生から16.0h後
（3月12日6時50分頃）

燃料の損傷度合い



4

原子炉圧力容器周りの温度（実測値）に基づく推定

• 原子炉圧力容器周りの温度は、複数の箇所の計器で測定されており、計測可能な計
器が示す温度は、概ね類似の変化傾向又は温度を示している

• 発熱体（燃料）の大半は原子炉圧力容器の下部で水没しており、一部は露出している
と考えられる

– 初期段階では燃料ペレットの溶融はあったが、原子炉への注水を行い、その後計測を開始
した3月23日以降各部温度は着実に低下していること

– 原子炉への注水量の増減に対して原子炉圧力・格納容器圧力が増減しており、注水先であ
る原子炉に燃料が存在し、そこで発生する蒸気が影響していること

– 原子炉圧力容器温度は100℃～120℃付近で推移し、炉心は安定的に冷却されていること

– 給水ノズル温度が比較的高く、圧力容器内で燃料の一部が露出し、そこで発生する過熱蒸
気の影響と考えられること

• 原子炉圧力容器から冷却水の漏えいはあるが、大規模な原子炉圧力容器下部の破
損はないと考えられる

– 注水は継続しているものの、原子炉圧力容器水位の有意な上昇は確認されていないこと

– CRD（制御棒駆動機構）ハウジング上部／下部温度、原子炉圧力容器底部の温度が原子

炉圧力容器温度と同程度で推移、かつ、検出できていること

• 以上より現在燃料は原子炉圧力容器内にて十分冷却できていると考えられる



5

１号機 原子炉圧力容器周りの温度（実測値）
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VESSEL frange

Vessel frange

RPVベローシール(HVH-
12A)

給水ノズルN4B（終端）

vessel core

安全弁排気
203-4A①

圧力容器下部

D/W HVH戻り（ HVH-
12C）

CRDハウジング上部

CRDハウジング下部

S/Cプール水温度A

S/Cプール水温度B

S/Cへ

【留意事項】

各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受けて、通常の使用環境条件を超えているも
のもあり、正しく測定されていない可能性のある計測器も存在している。プラントの状況を把握する
ために、このような計器の不確かさも考慮したうえで、複数の計測器から得られる情報を使用して変
化の傾向にも着目して総合的に判断している。


